
 
                         

  

 

 

 

 

  

    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
   

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第59 号 

●
八
月
臨
時
会
の
概
要
● 

平
成
二
十
一
年
第
六
回
臨
時
会
は
八
月
十

七
日
に
招
集
。
市
長
提
出
議
案
三
件
に
つ
い
て

審
査
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
人
事
案
件

二
件
に
つ
い
て
は
い
ず
れ
も
同
意
す
る
と
し
、

そ
の
他
に
つ
い
て
も
原
案
可
決
と
し
ま
し
た
。 

 

●
九
月
定
例
会
の
概
要
● 

平
成
二
十
一
年
第
七
回
定
例
会
は
九
月
八

日
に
招
集
。
十
月
八
日
ま
で
の
会
期
で
、
市
長

提
出
議
案
二
十
七
件
、
報
告
案
件
三
件
、
議
員

提
出
議
案
三
件
、
請
願
一
件
、
及
び
陳
情
四
件

に
つ
い
て
審
査
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

議
案
に
つ
い
て
の
う
ち
、
十
五
件
を
原
案
可

決
、
平
成
二
十
年
度
決
算
に
係
る
十
二
件
を
継

続
審
査
と
し
ま
し
た
。
請
願
に
つ
い
て
は
採
択

と
し
、
陳
情
に
つ
い
て
は
一
件
を
採
択
、
二
件

を
継
続
審
査
、
一
件
は
撤
回
と
な
り
ま
し
た
。 

一
般
質
問
で
は
九
名
の
議
員
が
登
壇
し
、
市

長
の
政
治
姿
勢
、
農
林
業
行
政
、
教
育
行
政
、

地
域
づ
く
り
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
等
に
関
す
る
質

問
を
行
い
ま
し
た
。 

主
な

掲
載
内
容 

 

◎ 

議

案

審

議

結

果
・
・
・
Ｐ
２ 

 
 

◎ 

一

般

質

問
・
・
・
Ｐ
２
〜
５ 

◎ 

請
願
・
陳
情
の
審
査
結
果
・
・
・
Ｐ
５
〜
６ 

◎ 

可
決
さ
れ
た
意
見
書･

決
議
・
・
・
Ｐ
６ 

◎ 

議

員

辞

職

に

つ

い

て
・
・
・
Ｐ
６ 

◎ 

監

査

請

求

に

つ

い

て
・
・
・
Ｐ
６ 

◎ 

訃 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

報
・
・
・
Ｐ
６ 

 

平成21年11月１日発行 

市
民
の
皆
様
へ 

  

こ
の
度
、政
務
調
査
費
及
び
会
派
の
活
動

費
に
関
し
て
、
本
市
市
議
会
議
員
に
よ
る
不

正
着
服
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。 

 

地
方
議
員
の
調
査
活
動
基
盤
の
充
実
を

図
る
観
点
か
ら
設
け
ら
れ
た
政
務
調
査
費

で
あ
り
ま
す
が
、一
議
員
が
こ
の
よ
う
な
事

態
を
引
き
起
こ
し
、市
民
の
皆
様
に
多
大
な

ご
迷
惑
を
お
掛
け
い
た
し
ま
し
た
こ
と
に

つ
い
て
、
誠
に
申
し
訳
な
く
、
皆
様
の
負
託

を
受
け
た
議
会
の
代
表
者
と
し
て
、こ
こ
に

深
く
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。 

 

市
民
の
皆
様
の
模
範
と
な
る
べ
き
議
員

が
、そ
の
信
頼
を
失
墜
さ
せ
る
よ
う
な
行
為

は
決
し
て
許
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。 

 

今
後
、二
度
と
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
起
こ

ら
な
い
よ
う
チ
ェ
ッ
ク
体
制
の
見
直
し
を

含
め
、市
議
会
を
挙
げ
て
全
力
で
信
頼
回
復

に
取
り
組
ん
で
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。 

  
 
 

西
都
市
議
会 

議
長 

井
上
久
昭 
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予 

算 

関 

係 

 

＊
第
七
回
定
例
会
（
九
月
） 

○
平
成
二
十
一
年
度
西
都
市
一
般

会
計
予
算
補
正
（
第
六
号
）
に
つ
い

て （
土
木
費
な
ど
総
額
三
億
三
千
五

百
七
十
万
九
千
円
の
増
額
補
正
） 

○
平
成
二
十
一
年
度
西
都
市
簡
易

水
道
事
業
特
別
会
計
予
算
補
正
（
第

一
号
）
に
つ
い
て 

（
総
務
費
八
百
十
九
万
八
千
円
の

増
額
補
正
） 

○
平
成
二
十
一
年
度
西
都
市
下
水

道
事
業
特
別
会
計
予
算
補
正
（
第
二

号
）
に
つ
い
て 

（
土
木
費
四
百
五
十
万
円
の
増
額

補
正
） 

■
平
成
二
十
一
年
度
西
都
市
一
般

会
計
予
算
補
正
（
第
七
号
）
に
つ
い

て （
総
務
費
な
ど
総
額
五
億
千
七
百

六
十
八
万
三
千
円
の
増
額
補
正
） 

○
平
成
二
十
一
年
度
西
都
市
国
民

健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
予
算
補

正
（
第
三
号
）
に
つ
い
て 

（
諸
支
出
金
千
四
百
三
十
二
万
二

千
円
の
増
額
補
正
） 

○
平
成
二
十
一
年
度
西
都
市
下
水

道
事
業
特
別
会
計
予
算
補
正
（
第
三

号
）
に
つ
い
て 

（
土
木
費
二
十
七
万
三
千
円
の
増

額
補
正
） 

○
平
成
二
十
一
年
度
西
都
市
営
住

宅
事
業
特
別
会
計
予
算
補
正
（
第
二

号
）
に
つ
い
て 

（
住
宅
費
二
十
五
万
六
千
円
の
減

額
補
正
） 

○
平
成
二
十
一
年
度
西
都
市
老
人

保
健
特
別
会
計
予
算
補
正
（
第
二

号
）
に
つ
い
て 

（
諸
支
出
金
な
ど
総
額
千
五
百
八

十
万
三
千
円
の
増
額
補
正
） 

○
平
成
二
十
一
年
度
西
都
市
農
業

集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
予
算
補

正
（
第
一
号
）
に
つ
い
て 

（
農
業
集
落
排
水
事
業
費
百
二
十

九
万
五
千
円
の
増
額
補
正
） 

■
平
成
二
十
一
年
度
西
都
市
介
護

保
険
事
業
特
別
会
計
予
算
補
正
（
第

一
号
）
に
つ
い
て 

（
諸
支
出
金
な
ど
総
額
一
億
千
四

十
五
万
三
千
円
の
増
額
補
正
） 

○
平
成
二
十
一
年
度
西
都
児
湯
障

害
認
定
審
査
会
特
別
会
計
予
算
補

正
（
第
一
号
）
に
つ
い
て 

（
諸
支
出
金
な
ど
総
額
二
百
十
九

万
六
千
円
の
増
額
補
正
） 

 

決 

算 

関 

係 

 

＊
第
七
回
定
例
会
（
九
月
） 

▲
平
成
二
十
年
度
西
都
市
一
般
会

計
歳
入
歳
出
決
算
に
つ
い
て 

▲
平
成
二
十
年
度
西
都
市
国
民
健

康
保
険
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出

決
算
に
つ
い
て 

▲
平
成
二
十
年
度
西
都
市
簡
易
水

道
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

に
つ
い
て 

▲
平
成
二
十
年
度
西
都
市
下
水
道

事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
に

つ
い
て 

▲
平
成
二
十
年
度
西
都
市
営
住
宅

事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
に

つ
い
て 

▲
平
成
二
十
年
度
西
都
市
老
人
保

健
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
に
つ

い
て 

▲
平
成
二
十
年
度
西
都
市
農
業
集

落
排
水
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出

決
算
に
つ
い
て 

▲
平
成
二
十
年
度
西
都
市
介
護
保

険
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

に
つ
い
て 

▲
平
成
二
十
年
度
西
都
市
西
米
良

村
介
護
認
定
審
査
会
特
別
会
計
歳

入
歳
出
決
算
に
つ
い
て 

▲
平
成
二
十
年
度
西
都
児
湯
障
害

認
定
審
査
会
特
別
会
計
歳
入
歳
出

決
算
に
つ
い
て 

▲
平
成
二
十
年
度
西
都
市
後
期
高

齢
者
医
療
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決

算
に
つ
い
て 

▲
平
成
二
十
年
度
西
都
市
水
道
事

業
会
計
決
算
に
つ
い
て 

 

そ 

の 

他 

 

＊
第
六
回
臨
時
会
（
八
月
） 

○
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て 

藤
原
壽
太
郎 

氏
（
新
任
） 

■
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ

い
て 

綾 

寛
光 

氏
（
新
任
） 

○
妻
中
学
校
南
校
舎
耐
震
改
修
建

築
主
体
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に

つ
い
て 

 

＊
第
七
回
定
例
会
（
九
月
） 

○
西
都
市
民
会
館
舞
台
照
明
操
作

機
器
購
入
に
伴
う
売
買
契
約
の
締

結
に
つ
い
て 

（
売
買
契
約
の
締
結
を
行
う
た
め

議
決
を
求
め
る
も
の
） 

○
和
解
及
び
損
害
賠
償
の
額
を
定

め
る
こ
と
に
つ
い
て 

（
交
通
事
故
に
関
す
る
和
解
及
び

損
害
賠
償
に
つ
い
て
議
決
を
求
め

る
も
の
） 

○
権
利
の
放
棄
に
つ
い
て 

（
宮
崎
県
畜
産
公
社
に
対
す
る
出

資
金
の
放
棄
に
つ
い
て
議
決
を
求

め
る
も
の
） 

  
 

議
員
提
出
議
案 

 

 
 

＊
第
七
回
定
例
会
（
九
月
） 

○
議
会
の
信
頼
回
復
に
関
す
る
決

議
（
案
）
の
提
出
に
つ
い
て 

○
厳
し
さ
を
増
す
森
林
・
林
業
・
木

材
産
業
の
活
性
化
を
求
め
る
意
見

書
（
案
）
の
提
出
に
つ
い
て 

○
教
育
予
算
の
拡
充
を
求
め
る
意

見
書
（
案
）
の
提
出
に
つ
い
て 

       

ま
が
た
ま
館
（
旧
静
和
園
）
の
有

効
利
用
に
つ
い
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

政
友
会 

荒
川
敏
満 

 

問
① 

現
在
の
青
少
年
研
修
施
設

「
ま
が
た
ま
館
」
は
利
用
制
限
が

あ
り
、
利
用
者
も
減
り
、
今
後
行

財
政
改
革
を
進
め
る
上
で
、
ス
ポ

ー
ツ
ラ
ン
ド
西
都
と
し
て
、
有
効

利
用
を
図
る
べ
き
で
は
な
い
か
伺

い
た
い
。 

答 

「
ま
が
た
ま
館
」
は
、
い
い

立
地
条
件
に
あ
る
の
で
今
後
、
清

水
台
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
も
整
備

議
案
審
議
結
果 

第
六
回
臨
時
会(

八
月)

・
第
七
回
定

例
会
（
九
月
）
で
審
議
さ
れ
た
議
案

の
概
要
と
結
果 

●
全
会
一
致
で
可
決 

■
賛
成
多
数
で
可
決 

▲
継
続
審
査 

一 

般 

質 

問 

九
月
十
五
・
十
六
・
十
七
日
に
九
名

の
議
員
が
登
壇
し
、
市
長
の
政
治
姿

勢
を
は
じ
め
、
市
政
全
般
に
わ
た
っ

て
質
問
を
行
い
ま
し
た
。 



 
3 

さ
れ
れ
ば
、
今
以
上
の
経
済
効
果

や
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
が
図
ら
れ
て

く
る
事
だ
と
考
え
る
。
関
係
各
課

と
充
分
協
議
、
検
討
し
て
い
き
た

い
。 

問
② 

私
が
議
員
に
な
っ
て
最
初

の
質
問
が
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構

想
に
つ
い
て
で
あ
っ
た
。
現
在
の

進
捗
状
況
を
伺
い
た
い
。 

答 

バ
イ
オ
マ
ス
塾
に
一
名
派
遣

し
な
が
ら
今
年
度
末
ま
で
に
は
、

本
市
の
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
想

案
を
作
成
す
る
事
と
し
て
い
る
。

作
成
後
は
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
等
を
通
じ
て
市
民
の
意
見
を
取

り
入
れ
、
今
年
度
中
に
公
表
し
て

行
く
考
え
で
あ
る
。 

問
③ 

市
長
の
各
課
の
マ
ニ
フ
ェ

ス
ト
の
中
に
集
落
営
農
組
織
を
育

成
し
法
人
化
を
推
進
す
る
と
あ
る

が
、
現
在
ま
だ
二
地
区
だ
け
と
い

う
状
況
で
あ
る
。
た
だ
集
落
に
投

げ
掛
け
る
だ
け
の
事
で
は
進
ま
な

い
の
で
は
と
思
う
が
、
も
っ
と
枠

を
広
げ
地
区
単
位
と
か
行
政
区
単

位
等
で
本
市
が
中
心
と
な
り
西
都

市
を
一
つ
の
集
落
営
農
組
織
集
団

と
し
て
活
性
化
セ
ン
タ
ー
や
Ｊ
Ａ

西
都
で
管
理
を
行
う
よ
う
な
仕
組

み
を
検
討
、
研
究
し
て
み
て
は
い

か
が
か
伺
い
た
い
。 

答 

地
区
、
行
政
区
単
位
で
の
取

り
組
み
で
あ
れ
ば
可
能
で
は
な
い

か
と
考
え
る
。
そ
し
て
地
区
単
位

で
の
受
託
組
織
の
拡
充
等
、
新
た

な
体
制
作
り
も
含
め
て
別
の
方
法

も
考
え
ら
れ
る
と
思
う
の
で
、
今

後
研
究
し
て
行
く
。 

           

市
長
の
政
治
姿
勢
と
林
業
行
政
に

に
つ
い
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

新
風
会 
中
武
邦
美 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

問
① 

政
権
交
代
に
伴
う
西
都
市

政
へ
の
影
響
に
つ
い
て
。 

今
回
の
衆
議
院
選
挙
の
結
果
、

政
権
を
担
う
こ
と
に
な
っ
た
民
主

党
は
、
経
済
危
機
対
策
と
し
て
執

行
が
始
ま
っ
て
い
る
今
年
度
補
正

予
算
を
見
直
す
方
針
を
示
し
て
い

る
が
、
そ
の
こ
と
が
本
市
の
政

策
・
財
政
へ
今
後
ど
の
よ
う
な
影

響
が
予
想
さ
れ
る
の
か
お
尋
ね
し

た
い
。 

答 

ま
だ
新
政
権
は
正
式
に
発
足

し
て
お
ら
ず
、
具
体
的
な
政
策
や

方
針
が
示
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、

本
市
へ
の
影
響
に
つ
い
て
は
判
断

で
き
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

問
② 

林
業
行
政
に
つ
い
て
。 

現
在
の
木
材
価
格
を
考
え
る
と
、

山
床
か
ら
市
場
ま
で
搬
出
す
る
経

費
す
ら
賄
え
な
い
厳
し
い
状
況
で

あ
る
。
持
続
的
な
林
業
経
営
が
で

き
る
よ
う
な
、
助
成
制
度
へ
の
仕

組
み
を
早
急
に
構
築
す
る
よ
う
、

国
に
働
き
か
け
て
い
く
必
要
が
迫

ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
伺
い

た
い
。 

答 

県
内
各
市
町
村
及
び
各
関
係

機
関
と
連
携
を
図
り
、
森
林
を
守

り
続
け
て
い
る
林
業
従
事
者
が
安

定
し
た
経
営
を
維
持
で
き
る
よ
う
、

新
た
な
対
策
を
国
・
県
に
対
し
て

要
望
し
て
い
き
た
い
。 

問
③ 

西
都
市
と
分
収
造
林
の
契

約
を
締
結
し
て
い
る
方
た
ち
は
、

高
齢
の
人
が
多
数
を
占
め
て
い
る

と
思
う
が
、
契
約
期
限
が
来
た
も

の
、
近
い
将
来
契
約
期
限
が
来
る

分
収
造
林
に
つ
い
て
は
、
今
後
ど

の
よ
う
な
対
応
を
さ
れ
る
の
か
お

尋
ね
し
た
い
。 

答 

今
後
も
材
価
の
高
騰
は
望
め

な
い
状
況
に
あ
り
、
ま
た
、
分
収

造
林
組
合
の
組
合
員
の
高
齢
化
及

び
過
疎
化
に
よ
る
後
継
者
不
足
も

お
こ
っ
て
き
て
い
る
の
で
、
今
後

契
約
期
限
の
到
来
す
る
も
の
に
つ

い
て
、
売
却
あ
る
い
は
契
約
更
新

す
る
か
を
分
収
造
林
組
合
と
協
議

し
て
対
応
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。 

 

農
業
政
策
と
西
都
市
民
間
住
宅
団

地
開
発
支
援
に
つ
い
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

真
政
２
１ 

北
岡
四
郎 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

問
① 

過
去
五
年
間
の
農
地
転
用

面
積
と
件
数
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。 

答 

過
去
五
ヵ
年
の
件
数
は
五
百

二
十
九
件
で
、
面
積
は
四
十
二
ヘ

ク
タ
ー
ル
で
あ
る
。 

問
② 

子
牛
価
格
成
績
比
較
表
を

見
る
と
県
内
で
最
下
位
で
あ
る
。

母
牛
の
更
新
が
有
効
で
は
な
い
か

伺
い
た
い 

答 

市
単
独
事
業
の
創
設
を
検
討

し
て
い
き
た
い
。 

問
③ 

高
齢
畜
産
農
家
や
、
山
間

地
域
畜
産
農
家
が
子
牛
育
成
に
係

る
労
力
軽
減
の
た
め
キ
ャ
ト
ル
セ

ン
タ
ー
を
活
用
す
る
場
合
、
預
け

料
等
の
助
成
は
で
き
な
い
の
か
伺

い
た
い
。 

答 

キ
ャ
ト
ル
セ
ン
タ
ー
は
、
子

牛
育
成
に
係
る
労
力
の
軽
減
が
期

待
さ
れ
る
の
で
預
け
料
等
、
そ
の

他
の
助
成
に
つ
い
て
検
討
す
る
。 

問
④ 

坂
江
住
宅
団
地
の
農
地
転

用
の
経
緯
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。 

答 

農
地
法
第
五
条
に
よ
る
申
請

は
平
成
十
七
年
十
月
十
七
日
、
許

可
は
平
成
十
七
年
十
二
月
二
十
六

日
、
転
用
目
的
は
製
材
所
の
た
め

の
作
業
場
、
資
材
置
き
場
、
駐
車

場
用
地
で
あ
る
。
作
業
場
は
一
度

建
設
さ
れ
た
が
、
平
成
十
八
年
八

月
二
十
五
日
に
雑
種
地
に
地
目
変

更
後
、
取
り
壊
し
に
な
っ
た
。 

問
⑤ 

実
際
に
製
材
所
の
開
業
は

さ
れ
た
の
か
伺
い
た
い
。 

答 

そ
の
後
、
取
り
壊
し
に
な
っ

た
よ
う
で
あ
る
の
で
、
製
材
所
は

開
業
さ
れ
て
い
な
い
。 

問
⑥ 

登
記
簿
謄
本
は
、
売
買
と

な
っ
て
い
る
が
間
違
い
な
い
か
伺

い
た
い
。 

答 

転
用
許
可
申
請
書
に
は
、
贈

与
と
な
っ
て
い
た
が
、
地
目
変
更

時
に
売
買
で
法
務
局
は
認
め
た
と

思
わ
れ
る
。 

問
⑦ 

申
請
時
と
実
際
は
違
う
が

ど
う
思
わ
れ
る
か
伺
い
た
い
。 

答 

誠
に
遺
憾
で
あ
る
。 

 

    

青少年研修施設「まがたま館」 

労力軽減が期待されるキャトルセンター 
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Ａ
ク
ラ
ス
の
建
築
工
事
入
札
に
つ

い
て 

 
 
 

市
民
ク
ラ
ブ 

野
村
隆
志 

 

問
① 

西
都
市
で
は
、
Ａ
ク
ラ
ス

以
上
の
建
築
工
事
等
の
入
札
は
六

千
万
円
以
上
と
な
っ
て
い
る
。
現

在
西
都
市
内
に
は
、
Ａ
ク
ラ
ス
以

上
の
業
者
は
二
社
で
あ
る
。
先
日

入
札
が
行
わ
れ
た
妻
中
南
校
舎
耐

震
改
修
工
事
に
は
、
総
合
評
価
落

札
方
式
が
取
り
入
れ
ら
れ
た
。
西

都
市
は
総
合
評
価
落
札
方
式
を
平

成
十
九
年
度
か
ら
一
部
の
入
札
に

試
行
し
て
い
る
。
総
合
評
価
落
札

方
式
は
西
都
市
内
の
業
者
に
と
っ

て
は
有
利
で
あ
り
、
こ
の
方
式
に

異
論
は
な
い
が
、
問
題
は
落
札
業

者
の
落
札
後
の
対
応
で
あ
る
。
Ａ

ク
ラ
ス
の
建
築
工
事
は
多
く
の
下

請
負
業
者
が
参
加
す
る
。
こ
の
数

年
間
に
市
が
発
注
し
た
Ａ
ク
ラ
ス

の
建
築
工
事
の
下
請
負
通
知
書
を

見
る
と
、
一
部
を
除
き
ほ
と
ん
ど

市
内
業
者
は
使
わ
れ
て
い
な
い
。

施
工
内
容
を
見
れ
ば
、
市
内
の
業

者
で
充
分
や
れ
る
工
事
で
あ
る
。

総
合
評
価
落
札
方
式
を
採
用
す
る

と
地
元
業
者
は
高
い
金
額
で
落
札

で
き
る
可
能
性
が
高
く
な
る
。
し

か
し
、
市
外
業
者
に
下
請
け
さ
せ

れ
ば
総
合
評
価
落
札
方
式
の
意
味

が
な
い
。
市
長
は
、
業
者
に
要
望

す
る
だ
け
で
な
く
、
効
果
の
あ
る

方
法
を
具
体
的
に
関
係
あ
る
担
当

課
で
検
討
す
べ
き
だ
と
思
う
が
見

解
を
伺
い
た
い
。 

答 

質
問
の
よ
う
な
実
態
で
あ
る

の
で
、
市
内
の
業
者
が
下
請
け
で

き
る
よ
う
に
具
体
的
に
検
討
し
た

い
と
思
う
。 

           

「
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
資
金
助
成
事

業
」
の
実
績
と
評
価
は 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

日
本
共
産
党 

狩
野
保
夫 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

問
① 

八
月
三
十
日
の
衆
議
院
選

挙
で
自
民
・
公
明
政
権
が
国
民
の

き
び
し
い
批
判
を
受
け
、
歴
史
的

大
敗
を
し
た
こ
と
に
対
す
る
見
解

を
伺
い
た
い
。 

答 

今
回
の
選
挙
結
果
は
政
策
が

評
価
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
自
公

政
権
へ
の
不
満
や
批
判
が
票
に
な

っ
て
表
れ
た
も
の
と
思
っ
て
い
る
。 

問
② 

八
月
十
八
日
の
臨
時
教
育

委
員
会
に
お
い
て
教
育
長
に
就
任

さ
れ
た
綾
教
育
長
の
本
市
教
育
行

政
に
対
す
る
基
本
的
な
姿
勢
に
つ

い
て
伺
い
た
い
。 

答 

教
育
は
人
間
形
成
の
基
本
で

あ
り
国
の
発
展
の
基
礎
で
あ
る
と

思
っ
て
い
る
。
そ
の
推
進
に
当
た

っ
て
は
、
家
庭
、
学
校
、
地
域
社

会
が
三
者
一
体
と
な
っ
て
取
り
組

む
こ
と
の
重
要
性
を
再
認
識
し
、

緊
密
な
連
携
を
図
る
こ
と
が
大
切

だ
と
考
え
て
い
る
。 

問
③ 

滞
納
問
題
は
市
税
だ
け
で

な
く
市
営
住
宅
や
水
道
料
金
等
に

も
発
生
し
て
い
る
。
滞
納
さ
れ
て

い
る
市
民
の
中
に
は
失
業
、病
気
、

多
重
債
務
等
の
問
題
を
抱
え
ら
れ

て
い
る
人
も
多
い
。
そ
れ
だ
け
に

滞
納
者
の
苦
し
み
、
悩
み
に
心
を

寄
せ
、
と
も
に
解
決
す
る
行
政
の

姿
勢
と
対
応
策
が
求
め
ら
れ
る
。

各
課
が
連
携
し
た
相
談
窓
口
の
設

置
に
つ
い
て
見
解
を
伺
い
た
い
。 

答 

月
一
回
の
司
法
書
士
に
よ
る

多
重
債
務
や
消
費
生
活
問
題
に
関

す
る
専
門
的
な
窓
口
の
設
置
を
予

定
し
て
い
る
。
関
係
各
課
と
も
連

携
を
と
り
、
市
民
の
安
全
・
安
心

な
生
活
の
確
保
に
努
め
た
い
。 

問
④ 

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
資
金
助

成
事
業
に
つ
い
て
実
績
と
評
価
を

伺
い
た
い
。 

答 

一
次
、
二
次
募
集
で
百
一
件

の
助
成
が
決
定
し
た
。
工
事
総
額

は
五
千
百
八
十
五
万
四
千
八
百
十

四
円
で
あ
る
。
市
民
か
ら
は
「
こ

の
事
業
が
リ
フ
ォ
ー
ム
を
す
る
き

っ
か
け
に
な
っ
た
」
と
い
う
意
見

が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。 

 

女
性
特
有
の
が
ん
検
診
事
業
の
取

組
み
に
つ
い
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

公
明
党 

吉
野
元
近 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

問
① 

国
の
緊
急
経
済
対
策
の
一

環
で
あ
る
が
、
本
市
の
取
組
み
に

つ
い
て
伺
い
た
い
。 

答 

こ
れ
ま
で
が
ん
検
診
に
対
す

る
国
の
補
助
を
要
望
し
て
き
た
。

限
定
で
は
あ
る
が
実
現
で
き
て
あ

り
が
た
い
と
思
っ
て
い
る
。 

問
② 

事
業
の
目
的
や
効
果
に
つ

い
て
伺
い
た
い
。 

答 

死
亡
原
因
の
中
で
、
が
ん
に

よ
る
死
亡
率
が
一
番
で
あ
り
減
少

を
目
標
に
、
ま
た
子
育
て
支
援
の

一
環
で
も
あ
る
の
で
西
都
市
の
未

来
へ
の
投
資
効
果
が
あ
る
と
考
え

る
。 

問
③ 

事
業
の
開
始
時
期
と
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
伺
い
た
い
。 

答 

十
月
中
に
は
開
始
で
き
る
。

す
で
に
、
が
ん
検
診
台
帳
は
、
で

き
る
状
況
に
あ
り
、
市
の
実
施
要

綱
を
整
備
し
、
が
ん
検
診
手
帳
、

ク
ー
ポ
ン
券
を
印
刷
す
る
。ま
た
、

広
報
等
も
行
い
た
い
。
な
お
印
刷

が
出
来
次
第
対
象
者
へ
送
付
す
る
。 

問
④ 

乳
が
ん
検
診
、
子
宮
頸
が

ん
検
診
の
対
象
者
を
伺
い
た
い
。 

答 
乳
が
ん
検
診
の
対
象
者
は
千

百
九
十
名
、
子
宮
頸
が
ん
検
診
の

対
象
者
は
八
百
六
十
七
名
で
あ
る
。 

問
⑤ 

西
都
市
で
の
受
診
医
療
機

関
の
お
お
よ
そ
の
数
を
伺
い
た
い
。 

答 

乳
が
ん
で
は
二
つ
、
子
宮
頸

が
ん
で
は
三
つ
で
あ
る
。 

問
⑥ 

土
曜
日
、
日
曜
日
等
働
く

婦
人
や
女
性
の
た
め
の
検
診
は
出

来
な
い
の
か
伺
い
た
い
。 

答 

子
宮
頸
が
ん
検
診
は
、
土
曜

日
に
お
い
て
実
施
出
来
る
状
況
に

あ
る
。
日
曜
日
の
実
施
は
行
っ
て

い
な
い
。 

問
⑦ 

女
性
特
有
の
が
ん
検
診
は

平
成
二
十
一
年
度
限
り
の
事
業
で

あ
る
の
か
。
少
な
く
と
も
五
年
間

実
施
は
出
来
な
い
か
。 

答 

こ
の
事
業
は
西
都
市
の
た
め

に
も
な
る
の
で
引
き
続
き
事
業
が

継
続
で
き
る
よ
う
国
に
要
望
し
て

い
き
た
い
。 

 

西
都
市
の
消
防
体
制
と
職
員
採
用

に
つ
い
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

市
民
ク
ラ
ブ 

浜
砂
松
生 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

問
① 

西
都
市
の
消
防
体
制
の
充

実
は
、
市
民
の
生
命
、
財
産
を
守

る
と
い
う
大
き
な
使
命
を
持
つ
消

防
業
務
は
、
年
々
複
雑
化
し
、
あ

わ
せ
て
ス
ピ
ー
ド
化
が
要
求
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
来
て
い
る
。
そ

の
た
め
に
は
、常
に
必
要
な
機
材
、

人
員
等
の
整
備
を
し
て
お
か
な
け

れ
ば
い
け
な
い
わ
け
で
あ
る
。
西

都
市
の
整
備
状
況
は
、
県
内
で
ど

建替えが予定されている妻中北校舎 

耐震工事が行われる妻中南校舎 
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の
よ
う
な
位
置
に
あ
る
の
か
伺
い

た
い
。 

答 
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
等
の
資

機
材
の
整
備
、
消
防
職
員
の
適
正

な
配
置
に
つ
い
て
は
、
消
防
力
の

整
備
指
針
に
基
づ
き
、
本
市
の
情

勢
に
即
し
た
、
効
果
的
な
消
防
力

が
発
揮
で
き
る
よ
う
計
画
的
に
整

備
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

本
市
の
整
備
状
況
で
あ
る
が
、
車

両
等
に
つ
い
て
は
、
各
消
防
本
部

の
関
係
で
比
較
で
き
な
い
が
、
整

備
さ
れ
た
消
防
車
両
に
搭
乗
す
る

職
員
、
通
信
員
、
予
防
要
員
な
ど

の
充
足
率
は
、
平
成
二
十
一
年
度

で
比
較
す
る
と
、
県
内
の
平
均
が

五
十
七
％
、
本
市
は
五
十
三
％
と

な
っ
て
お
り
、
平
均
値
に
近
い
状

況
に
あ
る
。 

問
② 

市
長
は
就
任
以
来
、
職
員

数
の
削
減
を
内
外
に
話
し
て
来
ら

れ
た
。
こ
の
四
年
間
で
相
当
数
の

職
員
数
の
減
を
さ
れ
た
が
、
今
年

は
職
員
採
用
試
験
を
行
う
こ
と
を

発
表
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
真
意

と
、
採
用
す
る
職
員
数
は
何
人
を

予
定
さ
れ
て
い
る
の
か
伺
い
た
い
。 

答 

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
お
い
て
平

成
二
十
四
年
度
末
ま
で
に
三
百
八

十
名
体
制
を
目
指
す
こ
と
に
し
て

お
り
、
年
次
ご
と
の
退
職
者
の
状

況
や
各
課
の
事
務
量
な
ど
か
ら
必

要
な
人
員
数
を
総
合
的
に
検
討
し

て
計
画
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。
今
年
度
は
三
つ
の
区
分
ご

と
に
若
干
名
を
予
定
し
て
い
る
。 

 

活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
を 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

新
風
会 

田
爪
淑
子 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

問
① 

各
地
で
立
ち
上
げ
よ
う
と

し
て
い
る
地
域
づ
く
り
協
議
会
に

お
い
て
、
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う

な
事
に
ま
ず
取
り
組
む
の
か
お
尋

ね
し
た
い
。 

答 
ま
ず
は
、
交
流
や
連
携
に
よ

る
「
イ
ベ
ン
ト
型
」
で
取
り
組
む

こ
と
に
な
る
。 

問
② 

事
業
を
す
る
に
は
費
用
を

伴
う
が
予
算
面
の
考
え
を
お
尋
ね

し
た
い
。 

答 

活
動
費
の
全
額
で
は
な
く
、

協
議
会
の
自
主
財
源
で
不
足
す
る

額
を
補
助
す
る
形
で
あ
る
が
、
事

業
の
内
容
や
規
模
、
事
業
に
対
す

る
支
援
制
度
と
の
関
連
に
つ
い
て

検
討
し
早
め
に
方
向
を
定
め
た
い
。 

問
③ 

妻
地
区
の
協
議
会
づ
く
り

は
ど
の
よ
う
に
進
め
て
行
く
計
画

な
の
か
お
尋
ね
し
た
い
。 

答 

平
成
二
十
二
年
度
よ
り
着
手

す
る
が
、
妻
地
区
の
区
長
さ
ん
た

ち
と
相
談
し
な
が
ら
具
体
的
な
取

組
み
に
つ
い
て
方
法
等
を
検
討
し

て
い
き
た
い
。 

問
④ 

こ
れ
か
ら
の
西
都
市
を
支 

え
る
人
材
の
中
で
女
性
を
地
域
リ

ー
ダ
ー
と
し
て
ど
の
よ
う
に
育
成

さ
れ
る
の
か
お
尋
ね
し
た
い
。 

答 

男
女
共
同
参
画
及
び
リ
ー
ダ

ー
育
成
に
関
す
る
様
々
な
情
報
提

供
や
、
講
演
会
を
開
催
し
育
成
に

努
め
て
い
る
。 

問
⑤ 

中
心
商
店
街
活
性
化
へ
の

取
り
組
み
と
大
型
店
舗
の
出
店
や

市
民
参
加
型
の
イ
ベ
ン
ト
等
の
あ

り
方
や
課
題
解
決
に
向
け
て
、
大

き
な
枠
組
み
で
取
り
組
む
つ
も
り

は
な
い
の
か
お
尋
ね
し
た
い
。 

答 

商
店
街
の
活
性
化
つ
い
て
は
、

今
ま
で
の
継
続
的
な
事
業
や
定
期

的
な
事
業
に
は
支
援
を
継
続
し
た

い
。
大
型
店
舗
の
出
店
に
つ
い
て

は
市
民
、
事
業
者
、
商
工
団
体
の

方
々
と
協
議
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ

と
を
踏
ま
え
広
く
意
見
を
求
め
な

が
ら
「
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
」

を
策
定
し
、
解
決
策
を
導
き
出
し

て
行
き
た
い
。 

 
西
都
原
運
動
公
園
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス

建
設
に
つ
い
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

市
政
会 

兼
松
道
男 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

問
① 

平
成
十
五
年
六
月
六
日
付

け
で
西
都
市
体
育
協
会
加
盟
団
体

か
ら
西
都
原
運
動
公
園
ク
ラ
ブ
ハ

ウ
ス
建
設
の
要
望
書
が
出
て
お
り
、

設
計
の
段
階
ま
で
は
進
ん
で
い
る

が
、
そ
の
後
、
何
の
進
展
も
し
て

い
な
い
。
市
民
が
容
易
に
使
え
、

し
か
も
多
目
的
に
使
え
る
ク
ラ
ブ

ハ
ウ
ス
の
建
設
が
出
来
な
い
も
の

か
伺
い
た
い
。 

答 

平
成
十
五
年
に
西
都
原
運
動

公
園
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
基
本
設
計
書

の
作
成
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
は

事
実
で
あ
る
。
そ
の
後
の
過
程
に

お
い
て
、
財
政
上
の
事
情
に
よ
り

計
画
が
中
断
し
て
い
る
状
況
で
あ

る
。
管
理
棟
は
昭
和
五
十
二
年
に

建
設
さ
れ
、
老
朽
化
も
進
ん
で
お

り
、
市
民
の
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推

進
、
ま
た
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
等
の
キ

ャ
ン
プ
、
合
宿
等
の
誘
致
を
促
進

す
る
た
め
に
は
改
修
が
必
要
と
考

え
て
お
り
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
の
建
設

を
平
成
二
十
三
年
度
に
は
完
成
さ

せ
た
い
と
考
え
て
い
る
。 

問
② 

地
区
の
体
育
振
興
会
に
指

定
管
理
し
て
あ
る
施
設
及
び
農
村

公
園
、
農
村
広
場
を
含
め
て
過
去

三
年
間
の
維
持
管
理
費
に
つ
い
て

伺
い
た
い
。 

答 

地
区
体
育
振
興
会
へ
農
村
公

園
、
農
村
広
場
の
八
箇
所
を
管
理

委
託
、
体
育
館
六
箇
所
の
指
定
管

理
を
行
っ
て
い
る
。
茶
臼
原
地
区

体
育
館
は
、
茶
臼
原
地
区
体
育
館

管
理
委
員
会
へ
、市
民
弓
道
場
は
、

西
都
市
弓
友
会
に
指
定
管
理
を
行

っ
て
い
る
。
農
村
公
園
、
農
村
広

場
、
体
育
館
の
維
持
管
理
費
に
つ

い
て
は
、
平
成
十
八
年
度
が
六
百

四
十
七
万
八
千
円
、
平
成
十
九
年

度
が
六
百
二
十
二
万
五
千
円
、
平

成
二
十
年
度
が
二
百
五
十
七
万
五

千
円
と
な
っ
て
い
る
。 

 

       

教
育
予
算
の
拡
充
に
関
す

る
意
見
書
の
提
出
を
求
め

る
請
願 

請 

願 

者

 
 

宮
崎
県
教
職
員
組
合
児
湯
支
部 

 
 
 
 
 

支
部
長 

谷 

博
喜 

 

教
育
事
務
ユ
ニ
オ
ン
み
や
ざ
き 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

児
湯
支
部 

 
 
 
 

支
部
長 

吉
田 

英
穂 

 

宮
崎
県
教
職
員
組
合
児
湯
支
部 

 
 
 
 
 
 

西
都
地
区
協
議
会 

 
 
 
 

議 

長 

大
野 

幸
男 

審
査
結
果 

採 
 

択 

 

請

願

・
陳

情 

審

査

結

果 老朽化している西都原運動公園管理棟 



 
6 

妻
地
区
内
の
河
川
危
険
箇

所
の
見
直
し
及
び
緊
急
整

備
対
策
に
関
す
る
陳
情 

陳 

情 

者

 

西
都
市
妻
地
区
区
長
会 

会 

長 
安
藝 

國
宏 

 
 
 
 

副
会
長 
長
友 

正
雄 

 
 
 
 

副
会
長 

牧 
 

久
夫 

審
査
結
果 

採 
 

択 
 

宮
崎
県
立
妻
高
等
学
校
の

存
続
に
つ
い
て 

陳 

情 

者

 
 

宮
崎
県
立
妻
高
等
学
校 

 
 

聖
陵
会
会
長 

大
塚 

直
純 

 
 

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長 

市
原 

義
彦 

審
査
結
果 

継
続
審
査 

 

「
協
同
出
資
・
協
同
経
営
で

働
く
協
同
組
合
法
」（
仮
称
）

の
速
や
か
な
制
定
を
国
に
求

め
る
こ
と
に
つ
い
て
の
陳
情 

陳 

情 

者

 

宮
崎
地
域
福
祉
事
業
所「
な
ご
み
」 

 
 
 

所
長 

中
武 

智
子 

審
査
結
果 

継
続
審
査 

     

厳
し
さ
を
増
す
森
林
・
林

業
・
木
材
産
業
の
活
性
化

を
求
め
る
意
見
書 

教
育
予
算
の
拡
充
を
求
め

る
意
見
書
（
要
旨
） 

 

地
方
財
政
が
逼
迫
し
て
い
る
中
、

少
人
数
教
育
の
推
進
、学
校
施
設
、

旅
費
、
教
材
費
、
就
学
援
助
・
奨

学
金
制
度
な
ど
教
育
条
件
の
自
治

体
間
格
差
が
拡
が
っ
て
き
て
い
る
。 

自
治
体
の
財
政
力
や
保
護
者
の

所
得
の
違
い
に
よ
っ
て
、
子
ど
も

た
ち
が
受
け
る
「
教
育
水
準
」
に

格
差
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
そ

の
た
め
に
は
、
教
育
予
算
を
国
全

体
と
し
て
し
っ
か
り
と
確
保
・
充

実
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。 

学
校
施
設
整
備
費
、
就
学
援

助
・
奨
学
金
な
ど
教
育
予
算
充
実

の
た
め
、
地
方
交
付
税
を
含
む
国

の
予
算
を
拡
充
す
る
こ
と
、
ま
た

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
を
堅

持
す
る
と
と
も
に
国
の
負
担
率
を

二
分
の
一
に
復
元
し
、
教
職
員
の

人
材
を
確
保
す
る
た
め
教
職
員
給

与
の
財
源
を
確
保
・
充
実
す
る
こ

と
を
強
く
要
望
す
る
。 

    

平
成
二
十
一
年
九
月
二
十
三
日
付

け
で
、
吉
野
和
博
議
員
よ
り
議
員

辞
職
願
が
提
出
さ
れ
、
翌
二
十
四

日
の
本
会
議
で
辞
職
が
許
可
さ
れ

ま
し
た
。 

      

今
回
、
政
友
会
に
平
成
十
八
年

度
、
十
九
年
度
、
二
十
年
度
に
交

付
さ
れ
た
政
務
調
査
費
に
関
し
て

西
都
市
議
会
議
員
の
不
正
着
服
が

明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。 

 

政
務
調
査
費
は
地
方
議
員
の
調

査
活
動
の
充
実
を
図
る
た
め
に
設

け
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
が
、

そ
れ
が
不
正
に
着
服
さ
れ
た
こ
と

は
誠
に
遺
憾
で
あ
り
ま
す
。 

                  

 

本
市
議
会
は
、
左
記
の
「
議
会

の
信
頼
回
復
に
関
す
る
決
議
」
を

九
月
二
十
四
日
の
本
会
議
で
決
議

し
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
こ
の
事
件

を
一
個
人
の
不
祥
事
と
し
て
留
め

る
こ
と
な
く
、真
摯
に
受
け
止
め
、

再
発
防
止
に
向
け
て
今
回
の
課
題

を
明
確
に
す
る
た
め
に
も
、
平
成

十
八
年
度
、
十
九
年
度
、
二
十
年

度
に
政
友
会
に
交
付
さ
れ
た
政
務

調
査
費
に
つ
い
て
、
地
方
自
治
法

第
九
十
八
条
第
二
項
に
よ
る
監
査

委
員
に
対
す
る
監
査
請
求
を
行
う

こ
と
を
、
九
月
三
十
日
の
本
会
議

に
お
い
て
可
決
い
た
し
ま
し
た
。 

今
後
、
監
査
委
員
に
お
い
て
監 

                  

査
が
実
施
さ
れ
、
今
回
の
課
題
が 

明
確
に
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
。
監

査
結
果
に
つ
い
て
は
、次
回
の「
さ

い
と
市
議
会
だ
よ
り
」
に
掲
載
を

さ
せ
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

な
お
、
本
年
度
の
政
務
調
査
費

（
一
人
当
た
り
年
間
十
八
万
円
）

に
つ
い
て
、
全
て
の
会
派
が
六
万

円
の
執
行
を
凍
結
す
る
こ
と
に
い

た
し
ま
し
た
。 

              

―
議
会
報
編
集
委
員
会
― 

 

委

員

長 

黒 

木 

正 

善 

副
委
員
長 

狩 

野 

保 

夫 

委 
 

員 

黒 

木 

吉 

彦 

〃 
  

兼 

松 

道 

男 

〃 
  

田 

爪 

淑 

子 

〃 
  

内 

藤 

邦 

弘 

〃  
 

中 

野 
 
 

勝 

〃  
 

浜 

砂 

松 

生 

〃  
 

吉 

野 

元 

近 

〃  
 

井 

上 

照 

也 

可

決

さ

れ

た 

意

見

書 

議会の信頼回復に関する決議 
このたび平成１８、１９、２０年度の政務調査費及
び会派の活動費に関して、西都市議会議員による不正
着服が明らかになりました。 
地方議員の調査活動基盤の充実を図る観点から設け
られた政務調査費でありますが、市議会議員がこのよ
うな事態を引き起こし、議会に対する市民の不信を招

き、本市議会の信頼を著しく失墜させたことは極めて
遺憾であり、市民の皆様に対し深くお詫び申し上げま
す。 
本市議会は、この事件を一個人の不祥事としてとど
めることなく、真摯に受けとめ、再発防止に向けて今
回の課題を明確にするとともに、襟を正して議会政治

の原点に返り行動することを誓うものであります。 
今後、本市議会は、自らが市民の負託を受けた議員
であるという地方自治の本旨に返って、信頼を回復す
るために法令を遵守し、二度とこのようなことが起こ
らないよう全力を尽くします。 
以上決議する。 

平成２１年９月２４日 

議
員
辞
職
に
つ
い
て 

平
成
十
八
年
度
、
十
九
年

度
、
二
十
年
度
に
政
友
会
に

交
付
し
た
政
務
調
査
費
に

関
す
る
監
査
請
求
に
つ
い
て 

■ 

訃 
 

報 

■ 
 

故 

河 

野 

孝 

臣 

氏 
 

西
都
市 

調
殿 

 

【
議
員
歴
】
昭
和
三
十
四
年
旧
東

米
良
村
議
初
当
選
。
昭
和
六
十
一

年
ま
で
連
続
六
期
当
選
。
副
議

長
、
総
務
委
員
長
な
ど
歴
任
。 

平
成
二
十
一
年
十
月
四
日
逝
去 

（
享
年
九
十
一
歳
） 


